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解 説

臨床研究における心理学的手法（観察法、面接法、
質問紙法など）と疫学的手法の特徴並びに論文作成上の注意点

―新潟県厚生連医誌の編集を通して感じたこと―

長岡中央綜合病院、病理部；病理医、ISO 審査員、厚生連医誌編集長

い か らし とし ひこ

五十嵐俊彦

１．臨床研究は心理学的手法と疫学的手法に大別され
る（表１）。前者は新 QC（quality control、品質管
理）７つ道具等による質的検討を、後者は統計処理
による量的検討を主体とする（表２－５）。心理学
的手法には観察法、面接法、質問紙法がある。はい、
いいえ、または、４択等の質問者の意図する閉ざさ
れた（構造化）質問から回答者に任せる（非構造化）
質問までその自由度は雑多で、主観が入りやすい。
心理学的手法においては主観がバイアスとして入り
込みやすいので注意が必要である。一般的な選択バ
イアスや、特に心理学的手法において顕著な情報バ
イアス（回答者の思案バイアス、質問者バイアス、
測定バイアスなど）への配慮が必要である。統計解
析においてもバイアスや交絡に注意が必要である。

２．研究手順は、直面した現実の問題→主題となる
キーワード→キーワード検索→文献検討→わかって
いることとわからないことの一覧表・シェーマ作成
→わかっていないことに対するキーワード→キー
ワード検索→文献検討→手法・設問の設定→データ
収集→検証となる。主題となるキーワードは時間を
かけて選択すべきであり、論文作成後の読者の検索
手段となることを認識すべきである。

３．論文作成時、主題を背骨として、あまり脇道・末
梢にとらわれないことが重要である。論文作成時の
構想プロセスは、結論→キーワード→タイトル→抄
録→本文の順で、常に主題から離れないように展開
すべきである。その為には、段落毎の内容をキーワー
ドまたは箇条書きに構図とし、ポストイットに記述
すれば段落構成に役立つ。

４．読者に複雑な内容を容易に理解してもらう為に、
図表やシェーマが有効である。

５．考察においては、著者が本論文で得た事実に限定
して考察すべきで、文献内容の考察に終始する論文
にならないように注意すべきである。独りよがりの
展開を避ける為には、根本原因分析（RCA, root cause
analysis）におけるなぜなぜ分析と同様に、後述文
章から前述文章が妥当性を持つか読み返すことが有
効である。

６．当然に、興味を持った読者による記載事実の再現
性が求められる。その為には材料と方法の詳細が不
可欠である。

７．図表は鮮明で読者が文字を判読できることが必要
である。各図表は本文を読み返すことなくそれ自身
で完結していることが望まれる。その為は、簡明な

説明文と略語説明が必要である。略語表を作成する
ことも良案である。

８．蛇足になるが、文章は簡明で主語と述語を完備す
べきで、講演口調の表現や体言止めなどの文学的表
現は避けてほしい。書き上げた論文を日にちを置い
て見直したり他人に校正をお願いして、意気込み倒
れの文章の欠点を推敲することは投稿前に必要であ
る。
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Commentary

Characteristics of the psychological technique（observa-
tion, interview, and questionnaire methods）and the epide-
miological technique in clinical studies and the cautionary
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Characteristics of the psychological technique（ob-
servation, interview, and questionnaire methods）and the

epidemiological technique in clinical studies were dis-
closed by several charts in detail to rouse attentions for
writing papers.
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表１．臨床研究における研究目的

表２．心理学的臨床研
究の方法

表３．心理学的臨床研究の自由度
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表４．疫学的研究の方法

表５．疫学指標
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（２０１５／１２／０７受付）
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